
j誰 東北農業研究　第6号

湛水直播下における苗立性の品種間差異について

角田公正・和田純二・佐藤亮一

（青森県農試藤坂支場）

1．　ま　え　が　巷

艮好走発芽性および初射申長性は・寒冷地における湛

水直播用品種として，具備すべき重要な特性である・低

温下とくに低水温下での発芽および菌立ち性の艮香が直

接収量に大きな影響を及ぼすことはすでに再っかの業

績から指摘されうるところであるが・これは移植栽培と

本質的に異なる点の一つであるうかと思われる・

本試験は1姫，¢年の2か年にわたれ東北，北海道

．の品種および藤牧支地で育成中の系統を用い・室内およ

び園地Kかいて発芽性・苗立位の品種間差異について検

討し，今後の湛水直播用品種育成の基礎資料を得ようと

して行なわれた・

2．　実　験　結果

1　品種の低温発芽性

宙立ち性の艮否を明らかにするK当って，まず開場と

なるべき低温発芽性の良否について検討した・杓卸の品

種および系統について，各品種印粒ずつを用い・低温区

は16℃の湧水中で処理し温床後8－9日目に，また適温

区は茄・Cに調節された岨温器中で処理し直床後3～4日

目にそれぞれ発芽歩合を調査した・

その結果．適温下の発芽性と低温下の発芽性との間作

はきわめて高い正の相関々係が認められ，適温下で発芽

が早い品種および系統は低温下でも発芽が早い傾向が謎

．められたく第1図）．したがって，品種の低温発芽性の

検定に際しては，必ずしも低温条件を必要とせず適温条

件下でも十分可能であろうと考えられる・ただし，位年と

¢年との間では，発芽性が必ずしも一致しない品種・系

統がいくつかみられるとともに・これは両年にむける調

査日（成年は温床後4日目，辟年は8日目）の養いにあ

ろうかと考えられた．したがって，ある品種の発芽性の

絶体的な良否は匡床後何日目かの発芽歩合によるよわも・
一定品種を基準とし．そ
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別図評と低駆脚

の品種の発芽歩合が一定

に逢した日の発芽歩合を

もって比較醜定するのが

エカ過当でないかと考え

られる．なお，2か年を

通じて発芽の早かった品

種はムソヨガネ，ふ糸瓜

号，紅光等てあわ，おそ

い品種はふ系亜号等であった・

え1阻温菖立ち性

発芽性の検定に用いたと同じ杓卸の品種および系統を

用い，クコ足式直播枚で多条点播く1怨株／8・8ガ）され

圃場条件下で．酋立ち株歩合か上び1株菌立本数を調査

し，各品種の歯立ち性の差異を検討した・なお・播種後

釦日間の水温は平均的闇●C（最高為・1●C，．最低10・5℃）

であった．

まず菖立ち株歩合については，ユーカラ，なるは・オ

ォトリ，さわ忙しさ等で高く，ふ系咽号，ふ系岱号・紅

光，ムツヨガネ等で低いとみられた・

次に，株としての曹立

第2図欝急齢と1株菌立ち本

もがよい品種は，当然1

棟内の各個体の首立ちも

艮hことが考えられるが，

実際にも両者の間には第

2図にみられるような高

い正の相関々路が謎めら

れた．これらは点描条件下

での結果であるが，散播

条件下についてみても傾向はほほ同様であわ■・播種様式

の違いに上る芦立ち性の変化は少ないようにみられた・

こゝでとくに間垣になるのは発芽性との関係である机

両者の間には全く一定の

関係が弛められすく第合

図），発芽．菌立ちがい

ずれもよい品種からT方

だ．∫よい品種，さらKは

いずれもわるh品種と，

各種の地合が認められ，

これらを分類した結果第

1表のようを4つの型に

t　■　●lヽl

第8図上発芽勢と舌立ち蜘関係

区分された．実際栽培に当っては・Ⅰ型の品種が最も望

ましく，Ⅳ型の品種が最も掃当てないことは当然である

が，Ⅱ型・Ⅲ型の品種については播種量，栽植様式等に

第1衣　品種の発芽性・菌立ち性K関する4つの型

型
隻芽詮筐立ち捏 品　　　 種　　　 名

Ⅰ 艮 良 フジミノリ，ふ系餌号，幾林心号

Ⅱ 艮 不　 良虹光，ムツコガネ．新雪，ふ系受号

Ⅲ やや不良 良 ふ系橋田号，なるは．ふ系冊号，さわ忙しさ

Ⅳ 不　 良不　 良ふ系翰号．藤坂4 号
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対する考慮が必要かと思われる．

a　薇漑水深，馳つ充実度および精粗千柁重の大小と

詰立ち性との関係

前述の実験で明らかに発芽および菌立ち性が異なると

みられた数品種を用い温水および冷水の二つの条件下で

水深・籾の充実度および玄米千粒重の大小と歯立性との

関係を検討した．

水深と発芽との馳係については．処理上の誤差も若干

認められたが∴水盤の高低にかかわらず，一般に水の深い

ほど発芽および苗立ちが不良となる傾向が認められ，湛

水直播裁塔における整地や研期の水管理の重要性が示唆

された．

種籾の充実度と官立も歩合との関係は，品種，水温を

異にしても．種顎の充実度がよいほど発芽，詰立ちが＿ま

きった．とくに比重1．15では勿論，さらKl．aIでも比重

選の効果が明らかで．菌立ちが良好となる点が注目され

た．したがって，従米種籾の比重1．13が基準となってい

るが．匠播栽培ではさらに高い比重によるかが有利では

ないかと思われる．

品種の粒大と菌立位との関係については，杓別の品性

および系統を用い，一・壱比重1・13以上の級について試験

した結果．両者の間には一正の馳係は認められなかった

（第4囲）．したがって，前述の結果ともあわせ考え，

低温下における発芽および宙立ちの良否は品種個有の粒の
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‾　大小（主に籾殻の大′ト）

よりも，快の充実度（鞠

殻内助にむける胚乳　大

の良否）笹，よカ大きく

左右されるのではないか

と考えられる．

第4図　糟籾千粒重と発芽勢の閑係

る．　む　す　び

東北，北海道の品種および．島坂支協にて帝政中の系統

について．低（水温）温下の発芽性．宙立ち性およびこ

れらに関与する2，3の条件について検討した結果，低

温下で発芽む早い晶砲は適温でも早いこと，したがって

低温発芽性む検定は適温下でも呵能であろうと考えられ

ること，一般に独漑水深が深まるほど発芽，宙立ちが不

良となること．低水温下の発芽，宙立ちを良好にするに

は従果奨められてきた以上の商い比重選（1・15－1・』）

が有利であること，および品種出有の柁大と発芽，面立

ち性との間には一・竜の困係が弛められないこと等が明ら

かにされた．今後はさらに，低温発芽性一　曲立性に関与

すると思われる各種の条件下で実験を重ねるとともに，

これらと他の諸形質との槻係についても追究してゆく必

要があろうと考えられる．

湛永・乾m直播並びに移植栽培水稲の生育相の差輿について

島田孝之助・山［l邦夫・石山六郎・斉藤正一

（秋　田　県　鎧　試）

1．　は　し　が　き

秋田県は気象的に見て乾田両描栽培の限界地帯と目さ

れるが，直播栽培の安定化を計るためには生南村を検討

して．栽培試験上の間臥点を抽出する必宴がある．かか

る目的を以って昭和郎一訂年度に行なった湛水：乾田直

播栽培と移植栽培水稲の生育現の差異について調査した

結果を報告する．
第1衣　　　栽

2．　岳仁査　方　法

各栽培水稲とも，品種試験の中から早司卜中晩性の三晶

品種を選び重点的に調査したが，供試品種は，36年度が

トワダ・チョウカイ・農林山号，祈年匿がトワダ・チョウ

カイお・エぴミヨシである．

又栽培法の要点は第1衣に示す．

培　法　の　概　要

培
別

年
次
親　植　様　式 栽　植：密：度

基　　 肥　 （鳥／句） 座 肥 播種勅
堆　肥 硫　安 過　石1塩　加

直 三垢 4　条　点　橋
訂

盾 36 単・条　点　描
訂

植 36 正　方　形　移
訂

52．7　′

乾

移

騒．6　■
52．9　′

増水時期

1 12 ．5 3 ．0 8 ．0 1 ．1王ら 5 月‾百 日‾

3 ．0 3 ．0 1 ．12 5 1 ．12 5

4 ．5 5 ．7 1 ．脚 1 ．1 盗 〝
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